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題
名

と
氏
名

は
書
か
ず
に
、

◆
か
ら
書
き
始
め
ま
し
ょ

う
。

注
意
す
る
点

①
　
八
行
以
上
、

十
行
以
内
で
書
く
こ
と
。

解
答
用
紙
の
◆
か
ら
書
き
始
め
る
こ
と
。

②
　
二
つ
の
段
落
に
分
け
て
書
く
こ
と
。

③
　
一
つ
目
の
段
落
に
は
、

資
料
か
ら
わ
か
る
こ
と
を
書
く
こ
と
。

④
　
二
つ
目
の
段
落
に
は
、

「
ア
：

紙
の
本
」
と
「
イ
：

電
子
書
籍
」
の
ど
ち
ら
に
す
べ
き
か
、

自
分
の
立
場
を
明
確
に
し
、

理
由
を
書
く
こ

と
。

ア　これまでどおり紙の本を読む

・図書室や自分の紙の本を読む

・目がつかれにくく、読むことに集中でき

る

イ　タブレットの電子書籍を読む

・タブレットに入った電子書籍を読む

・たくさんの本からえらべ、軽くて持ち運

びやすい

【資料1】紙の本と電子書籍の特ちょ

う

紙の本 電子書籍

目のつか

れ

◎ つかれにく
い

△ 画面でつか
れる

持てる冊

数

△ 数にかぎり
がある

◎ 何百さつも
入る

集中しや

すさ

◎ 読むことに
集中

△ 通知が気に
なる

◎ すぐれている　△ 課題がある

【資料2】朝読書のあと「集中でき

た」人の割合

集中できた割合

0

18

36

54

72

90

76%

紙の本

57%

電子書籍

問
題わ

た
し
た
ち
の
学
校
で
は
、

毎
朝
、

授
業
の
前
に
十
分
間
の
「
朝
読
書
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
紙
の
本
を
読
ん
で
き
ま
し
た

が
、

一
人
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
、

電
子
書
籍
も
読
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、

こ
れ
か
ら
の
朝
読
書
に
つ
い
て
「
ア
：

こ
れ
ま
で
ど
お
り
紙
の
本
を
読
む
」
と
「
イ
：

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
電
子
書
籍
を
読
む
」
の
ど

ち
ら
に
す
べ
き
か
を
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
は
、

ど
ち
ら
の
案
が
よ
い
と
思
い
ま
す
か
。

資
料
を
参
考
に
、

自
分
の
考
え
と
そ
の
理
由

を
書
き
ま
し
ょ
う
。

組
　
　
　
番
　
　
名

前
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

朝
読
書
は
「
紙
の
本
」
か
「
電
子
書
籍
」
か
、

ど
ち

ら
が
よ
い
か
？

◆
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解答例・指導のポイント 朝読書は「紙の本」か「電子書籍」か、どちらがよいか？

解答例１

資料1を見ると、電子書籍はたくさんの本を持てる一方で、目がつかれやすく、通知が気になるという課題があります。一方、紙の本は、目がつかれにくく、読むことに

集中できます。資料2からは、朝読書のあと集中できた人が、紙の本の方が多いことが読み取れます。

わたしは、アの紙の本を読む案がよいと考えます。なぜなら、資料2のように、紙の本の方が集中できる人が多いからです。朝読書は、静かに集中して一日を始める時間

なので、目にやさしく集中しやすい紙の本がよいと思います。

解答例２

資料2を見ると、集中できた割合は紙の本の方が高いです。しかし、資料1を見ると、電子書籍は、何百さつもの本から自分に合った一さつをえらべるという、大きな長

所があります。

わたしは、イの電子書籍を読む案がよいと考えます。なぜなら、資料1のように、たくさんの本からえらべれば、読書が苦手な人も、興味のある本に出会えるからです。

通知を切る約束をすれば、集中して読むこともできると思います。

指導のポイント

第一段落は資料の事実。資料1（◎△の特ちょう）と資料2（集中できた割合）を引用できているかを見る。

第二段落は立場＋理由。ア＝集中・目にやさしい、イ＝多くの本からえらべる。イを選んだ場合、資料1の『通知』への手立てまで書けると深い。

形式（八〜十行・二段落・◆）を内容より先に確認する。

School Stock｜学校現場で使える無料の教材・素材集

自分が現場で使うことを念頭においた教材を作成・共有しています。登録不要・無料

でお使いいただけますが、先生方の良心を信じて配布しています。最新の教材や、ほ

かの教科のプリントは、noteマガジンからご覧いただけます。

https://note.com/tozaki_edu/m/maab6a89240fa
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